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シーメンス製DCS国内適応版「ＰＣＳ７-ＯＮ型」

技術レポート 資料番号 B004

１

ドイツメーカー シーメンス社製のＤＣＳ「ＰＣＳ７」は、日本のユーザーが海外向け案件で制御システムの主要

ＤＣＳハードコンポーネントとして適用するケースが多く見られます。

当社は、お客様のご要望に応じて、ハードの手配・システム設計・製作・検査・納入・現地試運転・メンテナンス

まで一貫したエンジニアリングサービスを提供しています。

２

３ 国内ＤＣＳメーカーと同様なエンジニアリングサポートは期待できるのか？

このような課題に対して国内案件にも対応できるように当社の対応策、解決策について説明します。

４

国内メーカーのＤＣＳのソフト体形と同じなのか？ＨＭＩはあるのか？操作性は同じなのか？

システム納入後のメンテナンスサポートや予備品は、どうなるのか？

ドキュメント類は、全て日本語で用意できるのか？

国内メーカーのＤＣＳと比べて、性能はどう違うのか？機能的にはどう違うのか？

国内ユーザーがＰＣＳ７導入に際して障害になると考えられる課題

５

海外案件をご依頼いただいたお客様から国内案件おいてもＰＣＳ７をＤＣＳとして使いたいというリピーターの

ご依頼を多くいただいています。

一般のユーザーにとって、国内案件のＤＣＳとしてＰＣＳ７を選択対象の１つとして見ることは、ほとんどなく、

その理由として次の課題が明確に説明されていないことがあげられます。

機能・機能ブロック比較

No.
主要国内製

ＤＣＳ
PCS7

（SIEMENS）
評価

1 △ ○  PCS7には、HMIタグを自動生成する機能がある

2 △(1秒)
◎

(10～5000msec)
 コントローラーの処理速度は、PCS7の方が速い

3 △(1秒以下)
◎

(100msec以下)
 二重化切替時間は、PCS7の方が早い

4 △ ○  国内製ＤＣＳは言語系を使用するため、言語系の技術が必要

5 ○ ×  国内製ＤＣＳは豊富に存在する

項目

タグの自動生成機能

コントローラー制御周期

ＣＰＵ（二重化）切替時間

ＳＦＣ作成の難易度

標準機能ブロック数

基本的なコントローラー機能の比較

No.
主要国内製

ＤＣＳ
PCS7

（SIEMENS）
評価

1 ○ ×  国内製ＤＣＳには、シミュレータ回路を自動生成する機能がある

2 ○ ×  PCS7には、オペガイド表示機能がない

3 ○ △  PCS7のブロックには、開閉回数カウント機能がない

4 ○ △  PCS7のブロックには、動作回数カウント機能がない

5 ○ △  PCS7のブロックには、IOP発生時に強制MANとする機能がない

6 ○ ×  PCS7のブロックには、プログラム設定器がない

7 ○ ×  PCS7のブロックには、データセレクタブロックがない

8 ○ ×  PCS7のブロックには、積算タイマブロックがない

項目

プログラム設定器

データセレクタ

積算タイマ

自動ワイヤリング機能

オペガイド機能 

電磁弁操作

ポンプ操作

ＰＩＤ（IOP）

機能ブロックの比較

国内メーカーのＤＣＳと比べて、性能はどう違うのか？機能的にはどう違うのか？

コントローラー本体および基本的な制御機能ブロックについて、大きな相違はありません。

国内メーカーのＤＣＳに用意されている機能・機能ブロックとの比較は次のようになります。

１

（この表の国内DCSの性能については弊社技術員の調査作業にもとづいています。）

（この表の国内DCSの性能については弊社技術員の調査作業にもとづいています。）



主要国内製ＤＣＳ（参考） PCS7（SIEMENS） 評価

■ハードウェア

構成 コントローラー + HMI S7-410 + WinCC（SCADA) [同]

コントローラー制御周期
1000msec（デフォルト）
200msec,500msecの設定が可能

10msec～5000msec（設定により可変可能）
最大10種類の周期を設定可能

[優]

入出力最大点数 11ラック×8モジュール（16点として1408点） 7500点（16kB） [優]

■冗長化

CPU二重化対応
可能：ホットスタンバイ
切替時間：1000msec以下（経験値による）

可能：ホットスタンバイ
切替時間：100msec以下

[優]

ネットワーク二重化 可能（二重化用ハードウェアを購入） 可能（二重化用ハードを購入） [同]

Ｉ／Ｏ二重化 可能（設定のみ） 可能（設定のみ） [同]

HMI二重化 可能（設定のみ） 可能（オプションパッケージ） [同]

HMIｻｰﾊﾞｰｸﾗｲｱﾝﾄ構成 可能（オプションパッケージ） 可能（オプションパッケージ） [同]

■その他

安全（Safety） 可能（オプションパッケージ） 可能（オプションパッケージ） [同]

Ｐart11対応 可能（オプションパッケージ） 標準機能で対応可能 [同]

■ソフトウェア

計装制御 専用言語 専用言語(CFC) [同]

シーケンス制御
SFC（言語系）
シーケンステーブル

SFC
LAD（ラダー）
FBD

[同]

バッチ処理 専用パッケージを使用 専用パッケージ（SIMATIC BATCH） [同]

２

国内製ＤＣＳとハードウェア構成の比較

構成は、国内メーカーのＤＣＳとほとんど違いはありません。（コントローラー ＋ ＨＭＩの構成）

コントローラーの制御周期，ＣＰＵ二重化の切替時間は、国内メーカーのＤＣＳより速いのが特長です。

ハードウェア構成比較

主として計装制御に使われる言語

S7 CFC S7 SFC 
主として電気制御に使われる言語

LAD – Ladder Diagram 

S7 SCL - Structured Control Language  (IEC Structured Text)

その他の言語

FBD – Function Block Diagram

STL – Statement Text (IEC Instruction List)

ソフトウェアの体形は、国内メーカーのＤＣＳとほとんど違いはありません。

計装制御用として、ＣＦＣ＋ＳＦＣで構成されます。（ＳＦＣは、グラフィカルで進捗モニタがわかり易い言語です。）

電気制御用としては、主としてラダーが多く使用されていますが、ＦＢＤ，ＳＴＬなどの言語も使用できます。

ＨＭＩはWinCC（SCADA）で構成されており、操作性については国内メーカーのＤＣＳと違いはありません。

グラフィックイメージ

国内メーカーのＤＣＳのソフト体形と同じなのか？ＨＭＩはあるのか？操作性は同じなのか？

フェースプレート アラーム履歴表示

PCS7の基本ソフトウェア



４

３

エンジニアリングサポート

システム構成～機器選定

ＤＣＳシステム構成及び接続されるネットワーク構成などは、当社が設計してご提案いたします。

機器の選定から手配まで当社が行いますので、お客様は要求仕様を提示いただくだけです。

ＰＣＳ７トレーニング

プログラミング、ＨＭＩ画面の作成方法、オペレーションなど、ＰＣＳ７の使い方については、メーカーが実施する

トレーニングコース（５日間）があります。

ドキュメント類は、全て日本語で用意できるのか？

使用言語について

設計ドキュメント「システム構成図」「画面仕様書」「機能仕様書」「各種リスト」などは、当社がすべて日本語で作成

します。（海外案件の場合は、ご要望により英語で作成することも対応しています。）

シーメンス社が準備している取扱説明書は英語版（その他海外の言語）ですが、必要な部分はすべて日本語でご用意いた

します。

オーネストが独自に作成した機能モジュール

自動ワイヤリング機能

DO用，MV用のアンサーバック用FBを自作しました。

機能は、PLCのテスト回路と同等のモジュールにして

います。

オペガイド機能

SFCとAlarmFBを組合せて、専用FBを作成しました。

ポップアップは、WinCCの標準Windowで作成してい

ます。

電磁弁操作

開閉回数のカウント機能、及びカウントリセット機能

を標準ＦＢに追加し、そのＦＢをモジュール登録しま

した。

ポンプ操作

運転回数のカウント機能、及びカウントリセット機能

を標準ＦＢに追加し、そのＦＢをモジュール登録しま

した。

PID（IOP）

チャンネルドライバーの異常信号を取り出し、それを

ＰＩＤブロック及びアラームブロックと接続する方法

で実現しています。

プログラム設定器

ラダーを使用しオーネストが独自にＦＢを作成し、折

線ブロックと組合せ、モジュール化しました。

データセレクタ

CFCを使用しオーネストが独自にＦＢを作成し、その

ＦＢをモジュール化しました。

積算タイマ

ラダーを使用しオーネストが独自にＦＢを作成し、そ

のＦＢをモジュール化しました。

国内メーカーのＤＣＳがツールとして提供している機能・機能ブロックに対して 「PCS7が不足している機能」を

ＰＣＳ７の標準開発用提供ツールを使って作成、補完モジュール機能として登録しました。

主な付加登録モジュールは次のとおりです。

国内ＤＣＳメーカーと同様なエンジニアリングサポートは期待できるのか？

エンジニアリングサポートは、国内のＤＣＳメーカーと同様に可能です。

※ここでは２つの項目を記載していますが、その他のエンジニアリングについても国内メーカーと同様に対応いたします。

設計ドキュメントや作成するＨＭＩのグラフィック画面は、すべて日本語で作成し、ご提供いたします。



５

メンテナンスサポート

定期メンテナンス契約

お客様のご要望に応じて、１年に１回または２回の定期メンテナンスを実施いたします。

ご契約内容は、お客様のニーズに合わせて自由に設定できますので、ご相談ください。

オンコールメンテナンス

お客様から緊急時などにご連絡をいただき、当社が現地に赴き対応させていただくサービスです。

ご契約の詳細は、当社営業までお問い合わせください。

システム納入後のメンテナンスサポートや予備品は、どうなるのか？

リモートメンテナンス

お客様から緊急時などにご連絡をいただき、当社が遠隔で納入したシステムにオンライン接続し、ご要望を対応させてい

ただくサービスです。

ご契約の詳細は、弊社営業までお問い合わせください。

予備品について

納入時に推奨予備品リストを提出いたします。

（納入するシステムの機器でお客様が予備品として確保しておいた方がよいと思われる機器のリストです）

お客様がメーカーから直接購入することもできますが、ご相談いただければ当社より納入いたします。

ＰＣＳ７を使用したシステムの納入実績をご紹介いたします。

納入先 設備名 DCS HMI 構成

中国／某製鉄所 連続炉計装システム PCS7 V7.0 1+2台 Server - Client

タイ国／某製鉄所 めっき炉計装システム PCS7 V7.2 1+2台 Server - Client

インドネシア／某製鉄所 めっき炉計装システム PCS7 V7.2 1+2台 Server - Client

中国／某医薬製造所 バッチ設備制御システム PCS7-ON (V8.2) 2台 Standalone

１．②で紹介した「オーネストが独自に作成した機能モジュール」追加によるＰＣＳ７の機能アップ

２．国内において既存ＤＣＳメーカーと同等のエンジニアリングサービスを行えるようにしたこと

ＰＣＳ７を使ったシステムの納入実績例

当社では、これらに対応したＰＣＳ７のシステムを総称し、「ＰＣＳ７－ＯＮ型」としています。

〒802-0077 福岡県北九州市小倉北区馬借2-6-6

第一中央ビル2階

TEL 093-512-6360 FAX 093-512-6325 URL www.ohnest.jp

「PCS7-ON型」とは


